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洗骨改葬の日中比較研究
一 　はじめに
　昭和三一年二月、柳田國男が漢文学者の藤野岩友と対談した時、話題が日中の墓制に及んだ。その折のやりとりは次のよ
うな内容であっ
た（１）
。
　　柳田 とにかく日本では、私どものほうで言います二重墓制ということをしきりに言いましてね、なにかというとすぐ
二重墓制ということになりますが、その二重墓制の中の一重は忘れ去ることなんです。私らのごときは、四年目にもうわからなくなってしまって、それで、死骸の埋めたところ 、早くわから くなるのが本意だったとまで言っているのです。
　　藤野 　つまりそれと同じ考えですね。　　柳田 　それが支那にもあろう は私は思わなかったんです。　　藤野 つまりみた のほうは廟で祭るわけですね。　　柳田 ええ碑は廟ですね。一種の……。石碑 廟でございますからね。
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　柳田のいう「二重墓制」は、葬地と祭地を別地とする墓制を指している。この二重墓制の代表的葬法が洗骨であり、日本
においては奄美・沖縄地域に広く見ることができた。藤野によれば、詩仙として名高い李白も友人の洗骨を行っているとのことであり、そうした話を聞いた柳田が「それ 支那にもあろうとは私は思わなかったんです。 」と驚きの表情を見せるのである。
　柳田が早い段階で、洗骨を含む が中国に伝承されていることを知っていれば、おそらく比較民俗学の研究素材と
してこれを取り上げて たであろう。アジア諸民族の相互理解が柳田民俗学の目的のひとつであっ
た（２）
から、柳田としては残
念な思いを抱いたに違いな 。しか ながら幸 なことに、 うした の遺志を受け継ぐ研究を我々は手にするこ ができる。蔡文高著『洗骨改葬の比較民俗学的研究』 （岩田書院、二〇〇四年）がそれである。
　蔡は中国福建省で生まれ、一九九〇年に来日した後、成城大学大学院で民俗学を専攻し、 「日中洗骨改葬的比較研究」と
題する学位請求論 を提出して博士号を取得 ている 先の書は、こ 学位論文を基にまとめられたものである。日中双方の文献を渉猟す とともに、日本では沖縄県豊見城村、中国では福建省を主なフィールドとして調査を行っている。そのたぐいまれなる能力と情熱には深く敬意を表したい。 だし 筆者が残念 思うことは、 「比較民俗学」は地域レベルでの比較を越えて国民レベルあ いは民族レベル の比較でなければならないという点 等閑視されている
点（３）
である。
　もちろん、このことによって蔡の研究価値がいささかも減じるわけではない。多くの民俗学者たちが柳田の思想を忘れ去
る中で、易きに就くを潔しとしないその研究態度は輝いて見える 比較民俗学というとてつも く永い航海 船出した蔡文高に対し、筆者はエール 送りたい。本稿が蔡のこれから 研究にいささかでも役立つこ を祈 ばかり ある
　さて、蔡が研究対象としている洗骨であるが、蔡はこれを「水で洗うことに限らず、酒、紙、布、炭火など（一種に限ら
ない）を用いて、遺骨を清めて甕などの容器に納めること
」（４）
と定義付けている。これに対して平敷令治は「埋葬あるいは風
葬のあと数年お 取り出し、水ある は酒で清める習俗
」（５）
としている。両者の違いは、遺骨を清める方法とその
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後の処置に見られる。蔡は水に限定せず、紙や布さらには火を用いて遺骨を清める方法も洗骨とするのに対し、平敷は水や酒など 液体 限定す
　蔡の報告によると、水などの液体を用いずに遺骨を清める地域は多い。そのため平敷の定義に従うとそうした地域が比較
の対象から外れてしまう。比較民俗学的研究という立場からすれば、対象地域が制限されることは好ましいことではないので、目的が同じであれば水や酒に限定せず、紙や布などの方法による遺骨浄化も洗骨として扱う方が生産的であろう。また、蔡が洗骨した遺骨の保存を条件としてい のに対し、平敷は定義の中で一切触れていな 。後で紹介す ことになるが、遺骨の保存を前提としてい い浄化もあるから、洗骨の定義の中に「遺骨を清めて甕などの容器に納めること」といった文言は含めない方がよいであろう。
　さらにもう一点、洗骨の定義に関して確認しておかなければならないことがある。それは改葬と再葬 関係である。再葬
というの 、葬送儀礼の一環 当初から二次葬（改葬）を行うことが規制されている民俗である。これ 対して狭義の意味での改葬 本来であれば一次葬である風葬や土 で葬送儀礼が終了するはずであったのが、後に合葬や帰葬といった何らかの事情によって遺骨を他所へ移す場合である。沖縄の洗骨は再葬であるが、この狭 改葬においても洗骨は行われる。
　昭和四八年頃のことであったと記憶している。筆者の父方の祖父は昭和十四年頃に死亡し、ムラの共同墓地に土葬されて
いた。家族墓を建立したことにより、遺骨を掘り上げてそこへ移すこととなった。改葬が行われる日には、すで 再婚して他家の人となっていた祖母も参加し、父たちが掘り上げた遺骨をいたわるように握りしめ、何事か語りかけてい 姿 今も鮮明であ
る（６）
。バケツ一杯になった遺骨は家に持ち帰り、井戸水で洗われ、その後家族墓に納められた。おそらく他家の場合
も同じような行動を取 ものと考えられる。肉親の が泥やゴミで汚れていたならば、これを何らかの方法によっ きれいにしようとする が自然の感情である。再葬 伴う洗 とこの狭義の改葬に伴う洗骨 は違いがあるのであろうか。この
洗骨改葬の日中比較研究
一〇四
ことを念頭に置きながら、 「風葬や土葬などの一次葬によって得られた遺骨に対して浄化のために行われる何らかの処置」と、洗骨を定義して考察を進めていきたい。
二 　日本本土の洗骨改葬
　日本本土において先史時代からすでに改葬が行われていたことは、考古学の研究成果によって明らかであ
る（７）
。その際洗骨
を伴っていたのかどうかはわからない。死者が肉親の場合、当然その遺骨は何らかの方法によりきれいにされたと思われるのだが、これを証明すること 困難であ
る（８）
。確実な洗骨事例は、斎藤忠が紹介している伊福吉部徳足比
売（９）
であろう。その墓
誌によると 和銅元年（七〇八）七月に亡くなった徳足比売 遺骸は二年三ケ月後に火葬され、その後埋葬されている。火葬されるまでは風葬か土葬であったろう。白骨化した後に火葬し その焼骨を改めて埋葬したことになるのであるから、火を用いた洗骨と考えてよい。こ 場合、狭義の改葬に伴う洗骨であったのか あるいは再葬 伴う洗骨であったのかが問題である。古代におけ 改葬で有名な藤原行成の場合、祖父と母の遺骨は火葬された後鴨川に散 されているから、粉砕しやすくするために焼かれたと考えら るのだが、徳足比売の遺骨は散骨されることなく埋葬されている。再 に伴う洗骨であった可能性が高い。
　平安時代後期に成立したとされている『大鏡』には「鎌足公の御氏寺を大和国の多武峯におつくりになって、そこにお骨
をお納め申して
」
）（（
（
と、藤原鎌足（六一四～六六九年）の遺骨が改葬されたことを伝えている。鎌足の遺骸は、当初京都山科
に葬られ、その後大和多武峯に移 た され い
る
）（（
（
。この内容が史実であれば、鎌足の遺骸は土葬によって白骨化を待ち、
改葬されたことになる。 「多武峰縁起」ではこのことを「参阿威山墓所、堀取 骸、手自懸頸」 （阿威山の墓所に参りて、遺骸を掘り取りて、みずから首に掛け） 、 「攀躋談峯、奉瘞御骨」 （談峯に登りて、御骨を埋め奉る）と伝えてい
る
）（（
（
。もちろん
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その折、遺骨は清められたであろう。この改葬は鎌足の遺言によるとのことであるから予定されていた洗骨改葬であるが、やはり特殊事情によるものであり、再葬とは認められない。
　さて、中世鎌倉時代の後期に当たる十四世紀前半に成立した『徒然草』には、墓地が田に変わっていく過程が次のように
描写されている。
遺骸は、人気のない山の中に埋葬して、墓参すべき日だけに、お参りしては見ていると、間もなく卒塔婆にも苔がついて、木の葉が埋めてしまい、夕方の嵐、夜中の月だけが、話しかけてくれる縁者であるにすぎないようになってしまう。思い出して、あとを慕う人が るような間はよいだろうが、その人もまた、まもなく死んで、ただ聞き伝えているだけの子孫たちは、感慨深くこれを見るであろうか。そういうわ で つい は死後を訪ねるというこ も く っ しまえば、どこの人かと名まえさえもわからなくなり、年ごとの、春の草ばかりを、心ある人は、しみじみと見るであろうが、ついには、山風に吹かれて、むせぶように鳴った松の木も、千年という年月も たないのに、砕かれて薪となり、古い墓じるしも鋤で掘り返されて 田となってしまうも だ 古 墳の形さえもなくなっ し う まこ に悲しいことであ
る
）（（
（
。
　ここに描かれた墓地は「埋葬して」とあることから、埋墓であったと考えられる。遺骸を埋めた墓がやがて田に作り変え
られるわけで、死の忌とか穢れはまったく感じられない。遺骨がそのまま埋蔵されていたのかどうか気になるところであるが、谷川健一が紹介している猿供養寺人柱堂の事例から判断して、改葬されていなかったと考えられる。新潟県中頸城郡板倉町で「昭和十二年に 田 作業をしている農夫が、土中から大甕を掘り出した。その甕には立膝をしたままの白骨体が入っており、傍に中国宋銭も置かれていた。新潟医大で調査した結果、鎌倉時代の人 と判明した」 、そ 人骨を祀っていのが猿供養寺人柱
堂
）（（
（
である。
　では、中世になるともはや改葬は行わ なくなってしまったのか。観応年間（一三五〇～一三五二年）頃の旅行記『都の
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つと』には、 「それより少し距たり、小嶋あり。これなん雄島なるべし。小舟に綱をつけて、繰り返しつゝ通ふ所なり。此島に寺あり。来迎の三尊ならびに地蔵菩薩を据へ奉れり。雄島より南、一町斗さし出でて、松竹生ひ並びて苔深く、心すごき所あり。此国の人 はかなく成にける遺骨を納むる地也。その外、発心の人の切りたる元結なども、多く見ゆ。
」
）（（
（
との記
事が見えている。ここに登場する雄島とは宮城県松島湾に浮かぶ小島のひとつで、そこへ遺骨を納めに渡るというのである。土葬していた遺骸を改葬して納めに行 のか、あるいは荼毘 付した焼骨を納めに行くのか判断 迷う。土葬骨 ことであれば、葬送儀礼の一環と 行われ 定期の洗骨改葬（再葬）である
　以上、古典資料に見える改葬事例を紹介した。次に、現代における洗骨を伴う改葬事例をいくつか提示してみよう。
事例一
―
島根県松江市島根町大芦垣ノ内
ウメバカを掘り返す時に出てくる古い遺骨は、新仏の上にかぶせていっしょに埋めてしまうが、この古い骨を掘り出すことをコツアゲと呼んでいる。そしてその骨をツボバンが水を けてきれいに洗う。遺体が だ骨化していない時でも洗うという。最近の経験でも、棺に入れたままの姿勢で埋葬 時とほとんど変らない状態で出てきたことがあったが、やはりこれもきれいに洗って、新しい棺にかぶせるようにして埋めた いう。この骨が掘り出されることを仏 アガルとかアガラレタ いうふうにもいって コツアゲ 時に 掘り出される仏の家族に連絡してその家族が拝みに来るのであるが、その骨を見て「おじいさ アガラッシャッタカ」などと声をかけて拝む こでは埋葬後石塔を立てるまではウメバカに詣るが、石塔を立てて アガラレルまでは両方 墓 拝み、アガラレル ウメバカには詣らな
い
）（（
（
。
事例二
―
島根県松江市島根町大芦北垣
この集落の死者は年平均一人ぐら で、だいた 七年ぐら 経つと掘り返すことになるという。墓を掘ることをハカガエシといっているが、この時にはたいて 古 仏はすでに骨化しているという。骨が出 くるこ をアガルと っている。この骨はやはり新仏の上にのせて埋める。ハカガエシの時には、掘り返され がだれの墓であ か分かっている
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ので、その家族が詣りにくる。ツボバンが骨についている泥などをきれいに落としてやると、洗ってあげるものだといって家族の者が骨に水をかけ
る
）（（
（
。
事例三
―
伊豆諸島小島
小島では人が死んでから早い家で二三年か二七年忌には墓から骨を出して焼き、壺に納めて先祖代々の墓の下に納める風があり、これをシャリトリと呼ん いる。シャリトリは骸 のことだと言っており、今日では骨も焼かず改葬する家もかなり るともいうが、かつては焼くのが支配的だったと言って前代の風葬や沖縄の洗骨 つながる のをしのばせるものがあった。旅に立つほど は必ずこ シャリトリをすませて立つし、久しく旅にあって帰った家で このシャリトリを果たして先祖への申し訳がた と言って欣
ぶ
）（（
（
。
事例四
―
伊豆諸島八丈島
改葬であるシャリトリは、特に決ま た時期に行なわれるわけではない。だいたい十三回忌か十七回忌 頃に行なうという例が多いようである 、例えば死者が痩せた人であれば早い時期に行なうし、太 た人であれば白骨化が遅いので、時期を遅らせるともいう。ま 新しい死者が出て、墓地内に埋葬のスペースが くなっ 時に行なうという伝承もあり、必ずしも一定していない。シャリトリでは、埋葬し 遺体を掘り起こし、骨を焼酎や海水で洗 清める。特に頭蓋骨はていねいに洗う。洗った骨はダンボール箱など 入れられて、同一墓域内 先祖墓の下に再び埋葬され
る
）（（
（
。
事例五
―
愛知県渥美町
渥美町高木では、両墓制第一墓地（埋め墓）をハラと呼んでいるが 埋葬後十三年か十七年 年忌の年に、当主または親類が二人以上 ハラの穴 掘り返す。そこ 白骨化 た遺骨（頭蓋骨が多いという） 土を手で綺麗に払 落すか、あるいは簡単に洗って、ハラから五〇メートルぐらい離れた臨済宗蔭涼寺の境内 ある第二次墓のラントウ（最近は先祖代々の墓碑 多くな いるが）の下の大き か へ移葬す
る
）（（
（
。
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事例六
―
九州
九州の改葬例では、新仏を掘り起こし、焼骨した後に家族墓に納める例は比較的新しいものである。それ以前の一段階古いものとして、新仏が出たとき、あるいは十年程 った埋墓を掘り起こし、焼骨して新仏の前部へ一緒に合葬するかあるいは新仏 ために用意されている一定の区画の中へ整理されて、再び埋葬される形式があっ
た
）（（
（
。
事例七
―
大分県東国東郡姫島村
七周忌に真言宗真戒寺 檀徒は、埋葬し 墓を掘り上げて洗 、頭骨や手足の骨をとって壺に入れ、真戒寺境内にある「拝み墓」 （累代墓）に持って行く。壺の中に骨が入らない時は、棒で突き崩して入れ 。最近では、改葬届を出し許可が要るので、墓の後の小石を壺に入れて 持って来るようになっ
た
）（（
（
。
事例八
―
長崎県諫早市
諫早市附近では三年忌に遺骨を集めて甕におさめる ただしその際に腐肉が残っている場合、火葬して焼骨を甕 納めその甕を埋めて、その上に石塔を立て
る
）（（
（
。
事例九
―
福岡県北九州市
宇佐神宮に関係 もつ宇佐家と並ぶ大神家は北九州市小倉区曽根に墓所をもっているが、大神家では第一次の墓地から頭骨のみを改葬し、夫婦のそれを合葬してきたとされる。本年四月 大神家の先祖祭である大神祭に際して、合葬 を作り、七代前にさか上って改葬したという。その際、第二次のヒキハカにはすべて二体分の頭骨 おさめられ いることが確認されたという。第二次葬即ち改葬は十年以上経過しているもの つい 行われたときくが、八十六才の最年長の長老（女性）の指導 従って 頭骨 みを りあげ、焼酎で洗骨したとい
う
）（（
（
。
　以上、現在手元に集まった日本本土における現代の洗骨改葬事例である。洗骨の方法としては水（焼酎や海水）に加えて
火が用いられている。ここで確認できたことは、埋葬後何らかの事情が生じたことによって臨時に行なわれる改葬と葬送儀
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礼の一環として定期に行なわれる改葬があることと、さらに改葬され清められた遺骨が移葬されて保存される場合と埋め戻されて省みられない場合のあることだ。
　臨時の改葬は事例九に見える。合葬のため祖先七代分の遺骨が改葬された。すでに一度改葬されているのであるから、三
次葬ということになる。その際女長老の指示により、焼酎を用いて洗骨している。二次葬の時にも焼酎が用いられていたのかどうかはわからないが、当然何らか 方法によって洗骨が行われたであろう。また、その時 改葬は葬送儀礼の一環として行われていたのであるから 臨時ではなく定期の洗骨 で 。
　この事例と同じように清められた遺骨が保存されているのは事例三・四・五・六・七である。これとは逆にわざわざ洗骨し
た遺骨を新仏（他人） ともに埋め戻して まう遺棄型が事例一・二・六である。事例六は遺棄型から保存型へと遷 してる。埋め戻し いた時代も焼骨していたというの あるが、散骨す こともなく、ま 家族墓などへ納骨しない であるから、本来焼骨する必要はないはずである。ここには泥などの汚れを落 した 事例八のように腐肉を落とすといった物理的要因ではなく、何か心理的要因が働いてい よう 思われる。この問題を解くカギは、事例一に隠されているようだ。
　事例一では、水で遺骨を清めることを「アガラレル」と表現している。清められた遺骨は新仏（他人）と一緒に埋め戻さ
れるのであるから、保存され ので 。洗 が行われな 間は、たとえ石塔を建て も埋め墓に参拝するが、洗骨が終了すると埋墓へはもはや行 ことはなく、空墓である石塔に参るよ に いうのであるから、洗骨 よって霊魂が埋墓（遺骨）から詣墓（石塔）へ移動したのである。つまり、洗骨は死者の霊魂を遺骨から分離するための儀式であり、火と水は霊魂をこの世からあの世へと移 させるための文化装置である。このこ を沖縄の洗骨改葬によって確か てみ う。
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三 　沖縄の洗骨改葬
　奄美諸島を含む沖縄地域の洗骨習俗については、これまでにおびただしい数の研究報告が蓄積されている。それらをすべ
て消化することははなはだ困難であり、紙幅の関係上本稿で取り上げることは事実上不可能でもある。そこで本稿では、もっとも優れた調査報告のひとつである桜井徳太郎 研
究
）（（
（
を中心に論を進めていくこととする。以下は、桜井論稿の要約であ
る。
　桜井が洗骨の調査地として選んだのは、沖縄本島から南西へ約三百キロ離れた宮古島である。宮古島でも洗骨は盛んに行
われていたのだが、島の最北端に位置する狩俣部落などでは状況が異なっている。狩俣において洗骨の対象となるのは島外で死亡した者、あるいは不慮の事故 よる死者に限られていた。こうした異常死者の遺体は先祖が眠る本墓（家族墓）でなく、洞窟などに一時的に収容され 。その後三年～七年を過ぎ 七夕 日に洗骨され、ようやく本墓への移葬が許され 。その一方 、異常死ではない者に対して洗骨は行われない。この問題をどのよう 解釈したら いのか桜井も悩み続けているようであるが 結論を得 まで 至っ いない うである
　さて、宮古島では洗骨をクツヲウッツァスと呼ぶ。この言葉 本来的語義は遺骨の移葬を意味する「骨を移す」なのだが、
洗骨そのものを指す言葉としても用いられている。遺骨は古墓であ ガバパカから新造されたミーパカへ移される際に洗骨される。また、同一墓を用いて洗骨し、埋葬地を移動 な 場合に対しても同じくクツヲウッツァスと呼んでいる。
　洗骨が実施されるのは仏月とされている旧暦七月の一日から七日の七夕までで、死後三年以上経過した遺骸が対象となる。
ただし、何年目のいつに洗骨を実施するのかは「葬家の都合、部落の慣行、民間巫女カン カリャ（沖縄本島のユタに当たる）の判断 遺族の夢見など 条件が加味されるので千差万別であ て、共通の原則を見出すことは無理」だそうである。
　以下、移葬を伴わない洗骨と、ガバパカからミーパカへの移葬を伴う洗骨の実態を、桜井の調査記録から見ておこう。調
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査日時はいずれも昭和四六年八月で、場所は前者が宮古島北部の平良市下里、後者が宮古島東南部に位置する城辺町仲原である。
　下里の下地家では、家族に夢見の悪い者がいたので、カンカカリャにハンジ（卜占）を求めたところ、グヮンス（元祖）
が洗骨を望んでいる知らせであることが判明した。そこで亡き両親の洗骨を行うこととなったのである。下地家としては四〇年ぶりの洗骨 あった。シャーマン的宗教者であるカンカカリャに加えて祥雲寺住職も参加して、それぞれに儀礼を実施した。両者の関与は死者儀礼全般に渡るが、このことを桜井は「仏教的儀礼受容の ちも依然としてカンカカリャが関与する以前の形態が継承されたために、巫儀と仏儀との両儀併行の二重体制が形成された」と解釈している。
　カンカカリャによる御願の後に墓の扉が開かれ、中から棺が運び出される。完全に白骨化した遺骨をひとつずつ丁寧に取
り出しては水と泡盛酒を使ってき いに洗い 準備しておいたクツガミ（骨甕）に 二体分の遺骨を納める。クツガミに蓋をする時に 、必ず三叉のススキでお祓いをして、これを遺骨 上に乗せ 。そうしなければ「死者の霊に邪霊が憑依する。邪霊ののりうつった死霊は、安穏に後生へ赴かないで、部落や遺族に祟ったり障害を与える。そのことを避ける魔除けのための呪法」である。
　クツガミを墓内に安置し終えると、寺僧とカンカカリャによる読経と御願が捧げられる。そ から墓の入口は漆喰で塗り
固めて塞いでしまう。 「少しでも隙間をのこすと、そこから死霊がさ迷い出て、イチミ（生見、生存者）のも に怪異をもたらす」からであ
　次に移葬を伴う洗骨の事例である。城辺町仲原の亀浜家では、十六年前に亡くなった父親と五年前に亡くなった母親の遺
骨を、カンカカリャのハンジによってガバパカからミーパカへ移葬することと り そ に合わせて洗骨が行われた。父のガバパカと母親のガバパカは少し離れ いたので ま 父親 洗骨が先に行なわれ、次に母親の 骨が水と泡盛を用いて清められた。ふたりの遺骨をひとつのクツガミに納めると、それをミーパカに安置する。その時行われたの タマスウッツ
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ァスである。
　棺の中に残されていた着物の一部と、棺が置かれていた場所の小石（タマスイス＝魂石）を白紙に包んでミーパカ内に入
れるのがタマスウッツァス、つまり「魂を移す」儀礼である。このことを桜井は「人間が死ぬと霊を失った肉体は腐蝕するから埋葬される。けれども、人骨はのこる。人骨がのこる限りにおいて霊もまた完全にそこから離脱しないで遺留する。それは、肉体が腐蝕して土化するために、霊魂が棺箱をおいた箇処の土中に鎮留するからである。 」と説明 て る。この桜井の解釈では、人間の魂は生前肉体に宿っていた 、肉体の消失ととも 大地上に落下して滞留するということにな しかし桜井は「人骨がのこる限りにおいて霊もまた完全にそこから離脱しないで遺留する」とも述べていて、霊魂は遺骨に留まるとの見解を示してい 。
　人間の霊魂は肉体に宿っているのか、あるいは骨に宿っているのか。それとも両方に宿っているのか。桜井の文章を読む
限りでは判然 ない。だが、こ 問題を解くヒントとなる事例を桜井が示してくれて それは狩俣と同じく宮古島北部に位置する大浦部落である。昭和四六年三月に当地を訪れた桜井は、洞窟墓へ棺を納める様子を実見している。そして、次のような報告をもたら てく た。
まず石積みの戸口が開けられると、暗闇の洞窟のなかにさっと明りがはいる。見ると中央に以前埋葬の棺が一つおかれてある。その奥 方にも古い腐り朽ちた木棺が二基ほど姿をみせている。これらの棺の周囲や下には、全く驚くべきことに、死者の頭蓋骨や白骨 所狭きばかりに散乱している。平良市内や南部地区で数多くみた納骨のための骨甕などは、一つも目に入ってこない。墓壙内は、すこしも整頓された気配をみせていな 。雑然と堆積されているこれら 白骨の山をみた き は、何とも名状すべからざる戦慄が背筋を走るのをどうすることもできなかった そし 、いか も寒々と荒涼 るさまに顔を 向けざるをえなかったのである。 かも埋葬人夫が、新しい棺の置場所を安定させるに、散乱する白骨をいとも無造作に鷲掴み し、乱暴にも傍へ抛り投げたりしている。 かには故意ではないにしても
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足で踏みつけているものもいる。
　他の報告書類には見い出すことのできない貴重な体験記録である。卓抜なる研究者にしてなおかつ天才的フィールドワー
カーであった桜井だからこそである。桜井論稿を用いるゆえんである。その大浦部落では、狩俣と同様に洗骨は異常死者に対して行われ、通常死者は洗骨の対象にならない。粗略に扱われていた遺骨が異常死者のものか通常死者のものか わからないが、霊魂が宿 ていると考えられてはい いのであろう。
　沖縄の洗骨に関する先駆的研究を残した金子エリ
カ
）（（
（
によれば、沖縄での洗骨は次のような意義を持つという。まず第一段
階として肉体 腐るま は 死者の霊魂は亡霊だと考え れている。第二段階は白骨化した遺骨を洗い清める。この洗骨よって亡霊は祖霊へと昇華し、先祖の仲間入りができる。この後二二年から三三年後、個人として供養されていた遺骨は祖先の遺骨と一緒にされるが、この時祖霊は個性を失くし 祖先神に る これが第 段階である。
　祖先神となる第三段階において、遺骨は他の遺骨と一緒にされる いうのであるが、祖先神となった霊魂はどこに鎮まる
のであろうか。この点について金子エリカ 何も述べて いない。けれども、遺骨 離脱していることは間違いないであろう。だからこそガバパカからミーパカへの移葬を伴う洗骨で 、タマスウッツァス儀礼が行われたのである。洗骨は霊魂が遺骨を離れるひとつ 契機 見なすこと できよう。遺骨を離れた霊魂がどこに鎮まると考えられているのか、今後の課題として残るが、大浦部落で粗略に扱われていた遺骨も霊魂が分離した後であると考えれば了解できよう。 だし ここでは通常死者に対して洗骨が行われていな った。通常死者の はど ような段階を経て遺骨から離れ のか 日本本土や中国とも比較 ながら明ら にしていかねばな な 。
　沖縄出身の比嘉政夫によれば、洗骨を意味する沖縄方言には「シンクチ（洗骨） 」 、 「チュラクスナン（清らかにする、美
しくする、きれいにする） 」 「カルクナスン（軽く る） 」など る。こ 中で「カルクスナン」は、量的な軽さを示す「ガッサン」ではなく、質的な軽さを示す「カッサン
」
）（（
（
であるという。さすがにネィティブの視点からの指摘であり、異郷
洗骨改葬の日中比較研究
一一四
者である我々が容易に気付くことなどできない。比嘉の指摘を敷衍するならば、洗骨を意味する沖縄語のカッサンは物理的洗骨ではなく、霊魂を祖霊化し、祖先神化するための心理的洗骨ということになる。我が家で行われた洗骨は明らかに物理的洗骨であった。
　沖縄の洗骨を心理的洗骨と捉えるならば、桜井が調査した宮古島のクツヲウッツァスは単純に場所を移動することではな
く、遺霊の位階を高める意味を持つ語といえよう。ガバパカからミーパカへの移葬に限らず、同一墓内で行われた移葬を伴わない洗骨をもクツヲウッツァスと呼ぶのはそのためである。心理的洗骨であるからこそ、火葬が普及してからも焼骨に対して泡盛などを灌いで が行われるのであ
る
）（（
（
。遺骸が白骨化せずにミイラとなった状態を「成仏、昇天できない
」
）（（
（
と忌む
のも、洗骨による祖 化・祖先神化が妨げられるこ へ 表現と捉えることができよう。
四 　中国の洗骨改葬
  中国における洗骨改葬については、蔡文高が多くの文献を渉猟してこれを論じている。それによると、中国でも先史時代
から改葬が行われていたことは、考古学の研究成果によって明らか る。問題は、洗骨を伴っていたのかどう である。頭蓋骨などが赤や黒に着色されている事
例
）（（
（
が見つかっていることから、洗骨が行われていたと考えられる。ただし、すべて
の遺骨が着色されているわけではないようであ 。また、埋葬後に何らか 理由が発生して行われた臨時的改葬なのか、あるいは定期的改葬（再葬）とし 行わ たのかどうか判然としない。
　中国の洗骨改葬が日本、特に沖縄地域へ伝えられたと考えられている。両地域の洗骨が非常に類似しているからである。
例えば、広西都安県の瑶族では、宮古島狩俣のように「銃殺されたか山から落ち 死亡した
」
）（（
（
など、異常死者のみが改葬の
対象となっている。その一方で、安徽省安慶市 「自殺や妊娠中 女性が出産の前に り、喧嘩で殺されたり、落
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雷によって死亡してしまったなど、正常死でない者
」
）（（
（
は改葬の対象になっていない。ところが、紀元前九一年頃に成立した
とされている『史記』には、 「十二月戊申の日、申生は新城で自殺した。 （中略）晋の君は、恭太子申生を改葬した
」
）（（
（
とあり、
中国古代にお て異常死者であるはずの自殺者が改葬されている。桜井徳太郎を悩ませた洗骨改葬の対象者をめぐる問
題
）（（
（
も、
日中比較民俗学の進展によって解決される日が訪れるであろう。
　こうした問題を含め、洗骨改葬には多くの未解決事項が含まれているが、本稿では霊魂観に焦点を絞りたい。蔡は「魂が
永遠に浄骨に住み留まると う考えは洗骨改葬の霊魂観であ
」
）（（
（
と断定する。その一方で「洗骨改葬の場合、死んだ人の霊
魂は肉体から離れても、遺骨 くに頭蓋骨から 永遠に離れないと信じら その霊魂は生まれ代わることも祖霊になってカミになることもできるが、肉体が腐 消失しない限り 死の穢れを持ちつづけるので再生ができず、カミになることもできない。死体を骨化して洗骨しなければいけないという考えは、こういった考えに基づい ものではないかと思う
」
）（（
（
と述べ、先の霊骨一致の考えと矛盾を見せている。霊魂が遺骨に留まる限り、再生することなどできない。霊骨一致の
信仰と再生信仰とは両立し いはずである。それとも中国の再生信仰では、霊魂 宿る遺骨そのものがもう一度肉体を得て復活するのであろうか。
　中国に霊骨一致の信仰があるとするのは、何彬もまた同じである。現代中国 東南地域に暮らす漢民族を対象に、その葬
送墓制全般に渡って精力的に調査した何は、 「漢民族の霊魂観は、霊・体一致の観念である。改葬がかなり一般的 行われている東南地域では、さらに霊・骨一体も加わり
」
）（（
（
と述べ、霊魂が死後もその遺骨に留まるとするのが漢民族の霊魂観であ
るとしている。さら 何によれば、遺 に霊が留まるのは永久的で、墓が永遠の居場所だと考えられてい
る
）（（
（
。そのため何度
も改葬することになる。なぜなら、墓に住まう先祖の霊魂 影響によっ 子孫 不幸になるこ があるから
だ
）（（
（
。
　唐代（六一八～九〇七年）の改葬について研究した江川式部によると、当時の改葬理由は「卒期や卒地の異なる夫婦を合
葬する、行旅中または地方赴任中 客死した家族を假埋葬地から祖塋へ遷す
」
）（（
（
など、合葬や帰葬のためであった。ここにも
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見られるように、中国における改葬は臨時的改葬が主流を成しているようだ。筆者の手元にある中国の民俗辞典の「改葬」の項目でも臨時的改葬のことが記されている。
張健他編『中国民俗辞典』 （湖北辞書出版社 　一九八七年）改葬。葬式の方式。墓地を移すことと同じである。かつては死後の褒章であったり、死後の罰であったり、あるいは元の埋葬地が思いがけない事故などによってだめになったりした場合に行われる。埋葬地を購入するお金が無くて棺をそのまま置いておき、後に棺を埋葬した場合でも改葬と呼んでいる。 （高見訳）叶大兵他編『中国風俗辞典』 （上海 書出版社 　一九九〇年）改葬。骨拾いとも う 古くは漢族の 間における葬儀の風俗であった。全国各地で行われてい 。具体的なやり方は統一されていなかった。四川省などでは、死者 埋葬した後、その子孫が役人になれなかったり、子孫の中に病人が絶えなかったりした場合、 場所がよくないと考える。そのような時 は陰陽師あるいは風水師に別の墓地を探してもらい、風水に適した場所あるいは干支の関係 避けるべき場所に改葬する。改葬する時は、まず初め 宗廟に報告し、その後で墓に報告し、改葬が終わってからもう一度宗廟に報告する。儀式 方法 式と同じである。違いは 改時の儀式では泣かないだけである。長 年月が過ぎて、改葬の時 棺が腐ってい 場合には骨拾いと呼ぶ （高見訳）
　霊骨一致の観点からすれば、改葬は物理的改葬でなければならない。なぜなら、沖縄の洗骨改葬で確認しておいたように、
心理的洗骨を伴う定期的改葬の場合、霊魂が遺骨から離れてしまうと考えられているからである。しかしながら、中国においても葬送儀礼の一環として必ず行われる定期的洗 も存在する。この臨時的洗骨および定期的洗骨と霊魂との関係はどのように考えればよい であろうか。
　蔡は「洗骨改葬は、死者から祖先（陰的側面の祖先）になる過程において、最後の死の穢れを清める重要な役割を果たし
ている
」
）（（
（
と指摘し、中国における洗骨が死者の位階を祖先へと引き上げる心理的側面を持つとしている。ここにある「陰的
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側面の祖先」については、 「位牌に象徴される陽的側面の祖先は祠堂と家で祀られ、遺骨に象徴される陰的側面の祖先は墓で祭られている
」
）（（
（
とも述べており、死者の霊魂には陰と陽のふたつが存在するのだという。
　霊魂の陰的側面と陽的側面との関係については、沖縄と中国双方の民俗を知悉している渡邊欣雄が次のように説明してい
る。 「死後、 〈魄〉は死体、ことに骨に宿るが、 〈魂〉は体を離れて浮遊する。すなわち祖先は〈魄〉が死体とともに墓にとどまり、 〈魂〉が名を刻まれて位牌にとどまるとき、はじめて祖先として祀られる存在 る
」
）（（
（
と。これと同様な見解はス
ーザン・ナキャーンの論
稿
）（（
（
にも見えるが、渡邊とスーザン・ナキャーンの説明を読む限りでは、骨に遺留していた霊魂が洗
骨を契機に祠堂や位牌に移動し 霊格 昇華するわけではない。陽的存在である「魂」 死と もにその身体を離れるが、陰的存在である「魄」はそのまま遺骸に留まり 最終的に骨に宿って墓に鎮まる いうことにな ようである。
五 　おわりに
  一次葬として土葬や風葬に付した遺骸が白骨化するのを待ち、その遺骨に二次葬としての処置を施す洗骨は世界的に分布
する民俗である。洗骨の方法としては、聖水に限らず海水や酒類、布や紙、そして火が用 られることも 。また、洗骨をする理由には、帰葬・合葬・鎮魂などの一次葬後に生じた理由 よる臨時的改葬と、葬送儀礼の一環として必ず実施される定期的改葬とがある。また、改葬に伴う洗骨をその目的から分類するならば、単に泥やホコリ ど 汚 を落 す物理的洗骨と、死者の霊を祖霊や神といったより高い位階へと昇華させる めに行われる心理的洗骨とがある。
　このような視点から、まず日本本土の洗骨を眺めてみよう。日本本土には洗骨改葬の民俗は存在しないともされているが、
改葬が行われ 際には必ず遺骨 清められるはずである。問題は定期 洗骨が成立していたのかどうか そしてそれが遺骨の位階を引き上げ ための心 的洗骨であっ のかどうかが問われねばならない。筆者が提示した九つの事例はすべ 定期
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的洗骨である。事例一と事例二は新仏の墓穴を掘る時に偶然掘り出されるように見えるかも知れないが、その年月は別にして、必ず掘り出されて洗骨されるのである。そして洗い清められた遺骨は保存されることもなく、血縁関係のない新仏と一緒に埋め戻されるのであるから物理的洗骨とは考えられな 。特に事例一で 、遺骨が掘り出されることを「アガラレル」と表現し、洗骨後は空墓 石塔にのみ参るようになるというのであるから、洗骨に って霊魂は遺骨を離れて石塔へと移動している。まさに心理的洗骨に他ならない。
　事例三と事例六では、水などの液体によって洗い清めるのではなく焼骨している。散骨に付すべく砕きやすいようにとい
うことであれば理解できるのだが、埋め戻されたり先祖墓へ移葬されている。単なる物理的洗骨ではないが、かといって心理的洗骨であったのかどうか断定できない。事例八の焼骨は明らかに物理的洗骨である。
　奄美・沖縄地域に伝承されてきた洗骨は、必ず実施される定期的洗骨である。問題なのは、洗骨を行う死者と行わない死
者とを区別している場所が存在す ことである。そのひとつ宮古島の旧平良市 属する狩俣部落と大浜部落では、通常の死者に対して洗骨は行われず、島外死などの異常死者に限って洗骨が実施され 。どうし このよう 区別が生まれたのか現在のところ不明であるが、同じような区別をしている中国と 比較を通じて明らかにされるであろう。
　宮古島の多くの部落では、他 と同様に通常死者に対して 洗骨が伝承されている。洗骨のことをクツヲウッツァス（骨を移す）と呼んでいるが、それは単純に場所の移動を意味する言葉ではない。なぜなら、同一墓内で行われる洗骨も同じくクツヲウッツァスと呼ん い から る。洗骨によっ 死者の霊は位階を上昇させ
る
）（（
（
。その象徴として墓内での遺骨
の置き場所が移動するのである。これがクツヲウッツッスの意味であろう し 最終的にはイケと呼ば 最奥部に撒かれて先祖の骨と一緒にな 。 れは日本本土で行われてきた散骨に相当す で なかろうか。
　洗骨によって遺骨から霊魂が離れると考えられていることは、本土では事例一に、沖縄ではタマスウッツァス儀礼やカッ
サンという表現に示されている。霊魂が離れた遺 であるからこそ、粗略 扱われたり散骨の対象になるのである ところ
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が中国では散骨習俗はないとい
う
）（（
（
。遺骨には永遠に霊魂が宿っていると考えられているからであろう。この点から見れば、
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